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オラクルの SOA ガバナンス・ 
ソリューション 

サービス指向アーキテクチャ（SOA）は誇大広告ではなくなり、

ビジネスの成果をもたらす IT 戦略として広く受け入れられるよ

うになりました。効果的な SOA ガバナンスは、測定可能で持続

可能なビジネス価値の実現、コストの削減、効率性の向上、可

視性の向上に欠かせません。実際、SOA ガバナンスがなければ、

多くの SOA イニシアチブは失敗します。オラクルが提供する包

括的な SOA ガバナンス・ソリューションは、人、プロセス、お

よびテクノロジーを統合して、組織が SOA の目標 ― SOA の完

成に至るあらゆるレベルでの目標 ― を達成できるよう支援し

ます。初期段階にある SOA プロジェクトでは、アーチファクト

のライフ・サイクル管理を自動化することが必要になりますが、

さらに進んだ段階にある組織では、ビジネス形態がどのように

変化するかで SOA の成功度を測定します。技術面およびビジネ

ス面の両方で SOA を進展させるには、ガバナンスの支援が不可

欠です。 

 
よくある SOA の問題に対する解決 
SOA が主流になり、多くの組織で効果が出始めています。しかし、ほとんど

の組織は SOA を導入する過程で大きな課題に直面し、次に示すような文化的、

組織的、および技術的な課題が重なり合って、作業が複雑になりました。 

• SOA イニシアチブに参加するさまざまなチームの調整が困難である 

• IT 環境の複雑さが増す 

• SOA 資産および情報の可視性に制限がある 

• セキュリティおよびサービス品質（QoS）に関連したリスクがある 

• 数多くのサービス・アーチファクトおよびコンポジットを効果的に管

理できない 

• 共有サービスに連携性および信頼性がない 

• 変更による影響の評価および管理ができない 

• 組織の目標、プロセス、およびポリシーの実施に整合性がない 

• SOA の進捗、ビジネス価値、および投資回収率（ROI）を測定するため

の信頼できる正式な手段がない 

 

これらはすべて、ガバナンスが効果的ではない、あるいはまったく存在しない

証拠です。効果的な SOA ガバナンスを規定している組織には、このような問題

を予防、修正、解決するためのプロセス、ポリシー、測定方法があります。 

  

おもな機能と利点 

SOA を管理し、ROI とサービスの再利用を

最大化して、ポリシーを最大限遵守する。 

機能 

• サービス・インベントリと関連するリ

レーションシップの検出、マッピング、

および管理の自動化 

• 実行時および設計時におけるサービ

スと複合アプリケーションの可視化 

• 稼働中および開発中のサービスへの

アクセス 

• 資産および適用済みポリシーの可視

性、ライフ・サイクル、および変更の

管理 

• 承認およびポリシー管理によるガバ

ナンスの実施 

• サービスのライフ・サイクル全体での

再利用の追跡およびレポート作成 

• コンプライアンス、パフォーマンス、

および ROI メトリックに基づく重大な

決定の支援 

利点 

• サービスの再利用および資産の共有

による ROI の最大化とコストの削減 

• ポリシー実施とサービス・レベル管理

によるリスクの軽減 

• 自動化による効率性の向上 

• 進捗およびビジネス価値の測定によ

る成功度合いの明示 

• サービス利用の促進によるビジネ

ス・アジリティの向上 
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SOA ガバナンスの役割の理解 
SOA ガバナンスの役割は、サービスがビジネス要件およびアーキテクチャ要件

に沿って計画、設計、作成、デプロイ、利用、運用され、SOA が常に測定可能

なビジネス価値を提供するように保証することです。ガバナンスは、アプリケー

ションおよびビジネス・プロセス全体の制御と管理に対応し、企業内のほかの

資産に対するサービスの関係を追跡するものでなければなりません。また、SOA

におけるこうした要素の集合が、どのようにしてビジネス自体に直接的なメ

リットをもたらすかを示すものであることが必要です。SOA 投資に固有のリス

クは、効果的な SOA ガバナンスにより軽減されます。ガバナンスは、サービス・

アーチファクトおよびプロセスを管理することで始まります。ただし、ガバナ

ンス・フレームワークが優れていれば、最終的にプロジェクト・チームは、共

通の目標、共有サービス、および標準規格に焦点を合わせた行動をとるように

なります。このような変化を起こすには、人、プロセス、テクノロジーを適切

に組み合わせることが必要です。 

 

成功を目指した自動化の採用 
SOA の実装は大規模で重要な仕事ですが、段階的な管理が可能であり、ガバナ

ンス・ツールおよびガバナンス・テクノロジーにより自動化できます。手動プ

ロセスで必要なレベルの可視性と制御を実現することは困難であり、評判がよ

くありません。これに対し、オラクルの SOA ガバナンス・ソリューションでは、

重要な SOA ガバナンス・プロセスが自動化されています。ガバナンスを自動化

することで、組織はビジネス連携の実現と維持、コンプライアンスと統制の促

進、測定可能な ROI の明示を、より簡単に実施できます。このソリューション

は、参加チームにかかるオーバーヘッドを減らしながら、SOA のメリットを引

き出します。 

SOA ライフ・サイクル全体にわたり、オラクルの SOA ガバナンス・ソリュー

ションは、Oracle Enterprise Repository、Oracle Service Registry、Oracle Web 

Services Manager、Oracle Management Pack Plus for SOA を組み合わせて構築され

ています。これらのテクノロジーは、そのまま SOA インフラストラクチャと統

合されるもので、ガバナンス・ライフ・サイクルの自動化を重視したものです。

これらのテクノロジーを使用することで、ガバナンス・ポリシーとガバナンス・

プロセスの実装が格段に容易になり、設計時と運用時の双方における SOA の成

功度合いが大幅に高まります。また、オラクルのガバナンス・ソリューション

には、短時間で稼働させるためのベスト・プラクティスと、SOA の取組みのガ

イド役となるベスト・プラクティスが組み込まれています。SOA プログラムに

着手したばかりなのか、既存のプロジェクトを拡張しようとしているのかに関

係なく、オラクルのソリューションをガイドにして、実証済みの測定可能な SOA

を問題なく実現できます。 
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ソリューションのおもな利点 
オラクルの SOA ガバナンス・ソリューションを適切に実装している場合のおも

な利点は次のとおりです。 

• SOA イニシアチブにおけるコストが削減され、リスクが軽減される 

• SOA 資産およびインフラストラクチャの可視性と管理性が向上する 

• 効率性が向上し、SOA プロジェクトでよりよい結果が得られる 

• SOA 投資の進捗および価値を測定できる 

これらが総合されて、あらゆる SOA イニシアチブの最終的な目標である成功が

得られます。 

コストの削減とリスクの軽減 
オラクルの SOA ガバナンス・ソリューションを使用すると、サービスの再利用

を最大化するためのサービス、プロセス、および関連資産の作成とプロビジョ

ニングが容易になります。組織は大幅な節約のために IT を統合しながら、ソフ

トウェアの実装およびメンテナンスのコストを削減できます。一方、実行時に

おけるガバナンス能力で、複雑さの増加に伴うセキュリティ・リスクとパフォー

マンス・リスクが軽減されます。 

コスト削減に関連する機能は次のとおりです。 

• BPM および共有サービス環境でサービスを再利用するためのプロアク

ティブなサポート 

• ビジネス価値を最大化する SOA 資産のポートフォリオの管理 

• IT の統合に向けた規範的アプローチ 

リスク軽減に役立つ機能は次のとおりです。 

• サービスやそのほかの資産を広範囲で使用する前に、基準、ポリシー、

および企業のガイドラインに準拠していることを承認 

• ポリシー管理（セキュリティ標準およびサービス・レベル管理の実施） 

• 変更の自動通知 

• 複合アプリケーション環境におけるパフォーマンス問題の迅速な解決 

 

SOA 環境の可視化 
オラクルの SOA ガバナンス・ソリューションでは、SOA 資産と資産の関係性

が、あらゆる関係者に明瞭かつわかりやすく表示されます。そのため、重複作

業が削減され、再利用が最大化され、プロセスの変更が告知されます。このソ

リューションでは次のことができます。 

• 異機種環境への SOA アーチファクトの取込み、集計、公開を自動的に

おこなう 

• Oracle および Oracle 以外のインフラストラクチャをサポートし、SOA

の全体像を把握する 
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• 現存する資産だけでなく、計画中の資産または開発中の資産を可視化

して、重複作業をなくす 

• 変更の影響分析のために、サービス、アーチファクト、ビジネス・プ

ロセス、ポリシー、アプリケーションを結合するリレーションシップ

および依存関係のマッピングと更新を自動的におこなう 

• サービスのパフォーマンス、品質、企業標準へのコンプライアンスに

関する重要情報の収集と伝達をおこなう 

• 実行時におけるクライアント、サービス、プロセス、およびほかのア

プリケーション・コンポーネント間の動的なインタラクションを、エ

ンド・ツー・エンドのビジュアル・モデルとして表示する 

 

図 1：資産の依存関係の可視化 

SOA プロジェクトのよりよい結果につながる効率性の向上 
SOA プロジェクトでは、ベンダー、プロバイダ、消費者、設計者、ポリシー管

理者が共同作業をおこないます。ユーザーが共有情報や SOA のライフ・サイク

ル管理に役立つ自動プロセスにアクセスできず、SOA 環境を信頼していない場

合は、効率性やサービスの利用が低下します。SOA 投資は完全に失われてしま

うでしょう。 

しかし、オラクルの SOA ガバナンス・ソリューションでは次のことができます。 

• ライフ・サイクル全体でのサービスの適用性、価値、品質、パフォー

マンス、およびセキュリティについての情報を集約することで、信頼

できるコミュニティを築く 

• サービス・エンドポイントの管理を含む設計時から配置までの、SOA

資産およびその依存関係の収集、調査、メンテナンスを自動化する 

• ベスト・プラクティスに基づく標準ワークフローを使用して、繰返し

可能なライフ・サイクル管理プロセスを用意する 

• 承認プロセスおよびポリシー管理を使用して制御を自動化する 

• 影響分析、監査、およびほかの追跡機能を使用して変更管理をサポー

トする 
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SOA 投資の進捗および価値の測定 
SOA 投資の価値を完全に実現するには、時間がかかると同時にリソースが費やさ

れます。プロジェクトを成功させるには、プロセス全体を通して、進捗と得られ

た結果を明らかにできることが重要です。オラクルの SOA ガバナンス・ソリュー

ションには、ガバナンスを実践することの有効性と SOA の全体的な成功度合い

について、経営幹部や設計者が評価するのに必要な可視性を備えています。 

投資を推進し続けられるよう支援する機能は、次のとおりです。 

• サービス価値、コンプライアンス、パフォーマンス、および ROI フィー

ドバックに基づく重大な決定の支援 

• 開発における再利用、実行時のサービス呼出し、レポート済み回避コ

ストを含む、サービス・ライフ・サイクル全体での再利用の追跡とレ

ポート作成 

• アーチファクト利用率の自動検出を使用したアクション、結果、進捗

の監視と測定、ポリシーの検証、アーキテクチャ・コンプライアンス、

パフォーマンス・メトリック、セキュリティ例外、サービス品質メト

リック、節約 

• プロジェクトと作成または消費される資産が、企業の目標に一致して

いることを保証するツール 

• 既存の SOA インフラストラクチャと導入予定の SOA インフラストラ

クチャの通信 

 

図 2：パフォーマンスを測定するキー・メトリックを提供する包括的なスコアカード 
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お問い合わせ 
[製品名を挿入]について、詳しくは oracle.com を参照するか、+1.800.ORACLE1

でオラクルの担当者にお問い合わせください。 
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関連製品とサービス 

オラクルの SOA ガバナンス・ソリュー

ションは、自動化機能を使用して SOA イ

ニシアチブの統合と成功を促進します。

このソリューションは、一元管理された

リポジトリ、ポリシー実施、およびキー・

パフォーマンス・ファクタの管理を使用

して、SOA によるビジネス価値を構築す

るのに必要な基盤を提供します。 

関連製品 

• Oracle Enterprise Repository 

• Oracle Service Registry 

• Oracle Web Services Manager 

• Oracle Management Pack Plus for 
SOA 
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